
本誌掲載の写真につきましては事前に本人、ご家族の了解を得ています。 

 

 

新年あけましておめでとうございます。 

皆様には旧年中はたいへんお世話になりました。無事新しい年を迎える事ができ

ました事をお礼申し上げます。 

また、全国的にはインフルエンザやノロウイルスなどの感染症が流行しておりま

すので、皆様にご心配をお掛けする事のないよう、十分な対策を怠る事のないよう

にしていきたいと思います。 

さて、平成 27 年 4 月には、介護報酬の改定を控え、マイナス改定が行われること

となりました。社会福祉法人の多額の内部留保が問題視されるなど、いろいろと難

しいことが控えている年となります。あらためて、福祉施設、職員として、社会貢

献活動や地域に必要とされるサービスはなんであるかを考え、サービスの質を落と

すことなくご利用者やご家族、さらに社会や地域に信頼され、安心して利用できる

施設や職員を目指していきたいと思っています。 

今年も、「気配り」ができ、「気づき」を持ち、「やる気、元気」を全面に出して、

がんばりますのでどうぞよろしくお願いします。 

施設長  片山 義継 
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(0857) 39 1800 

1 月 8 日、聖神社へ初詣へ出かけました。 

神社の周りには大きな木が何本もあり、「聖さん」の趣きと歴史を感じました。 

手水舎で手と口を清めた後、境内を散策していると「大きな木だなぁー」と空を仰ぎながら一人のご利

用者が言われ、「これはけやきの木だで…」等と続き、会話が弾んでいました。 

 拝殿では新年を無事に迎えられた事に感謝しつつ、今年の健康をお願いして来ました。天気の心配も

ありましたが、参拝中は雨に降られる事もなく、帰りの車中で降り出した雨を見て、「良い間に出られ

たなぁ」という話も出ていました。 

聖神社のエネルギーをたくさんもらい、良い年にしていきたいと思います。 

グループホーム 介護士 山根  

毎年恒例のとんど焼きを 1 月 8 日に行いました。 

とんど焼きとは、門松やしめ飾りなどで出迎えた年神様を、正月飾りを焼くことによって、炎ととも

に見送る意味があるとされています。 

当日は、前日までの雨も止み、天候に恵まれた中、お正月飾りやご利用者が書かれた書初めなどを各

部署で持ち寄って燃やしました。「とんど焼きをしますよ」という職員の声かけに「とんどかぁ、懐か

しいな」という声が多く上がり、みなさんとても楽しんでおられました。 

点火後、大きな炎が上がると「すごいなぁ」と歓声が上がり、残り火でみかん・餅・さつまいもを焼

き、一年間健康でいられるよう無病息災・五穀豊穣を祈りながらいただきました。 

年初めの行事が終わり、今年もご利用者・職員一同元気で過ごせそうです。 

特養 1 階 介護士 大西 

 1 月 8 日に初釜を行いました。初釜には『新春の慶びと一年の幸せを祈る』と言う思いがこもって

おり、新しい年を迎えるに当たり、ふさわしい行事となりました。 

生け花を飾り、茶道の小泉良子先生をお迎えし、来客者に出される和菓子は、正月らしく『若松』

を用意しました。接待をする職員も、着物姿で参加者と接し、ご利用者から「キレイだなぁ～」と言

う声も聞かれ、一緒に写真を撮られる姿も見られました。目の前で、先生直々にお茶をたてて頂き、

普段と違う雰囲気の中、初めは少し緊張されていた様子でしたが、甘い和菓子と一緒にお抹茶を飲ま

れ、「おいしいね～」「ちょっと苦い」「和菓子に合うねぇ～」などと、和やかに『和』の雰囲気を楽

しんでおられました。 

ご利用者の方々に一時でも、いつもの施設での生活を忘れ、楽しい時間を過ごして頂けたのではな

いでしょうか。 

特養 2 階 介護士 竹内  



本誌掲載の写真につきましては事前に本人、ご家族の了解を得ています。 

1 月 5 日～10日まで新しい年を祝い、鶴の箸置きを昼食に使用しました。『長寿を象徴する吉祥の

鳥』として尊ばれてきたので、表は赤・裏は金の折り紙を使用し、職員が心を込めて折りました。ご

利用者の中には「きれいに作って」と、家へ持ち帰られる方もおられました。午後からは、毎年恒例

になっているビンゴゲームを行いました。リーチになってもなかなかビンゴにならず、1 つずつ数字

が出るたびに歓声やため息が出ていました。ビンゴになられた方から景品を選んで頂いたのですが、

とても喜こばれ早速使われる方もおられました。来年も豪華景品を準備して、お待ちしています。             

デイサービス 介護士 武安  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千石一女様 岡嶋暢子様（音楽療法ボランティア）前田美智子様（書道ボランティア） 

梅津由子様 松本英佐恵様（喫茶ボランティア）濱田吉野様（歌と大正琴のボランティア） 

中嶋玲子様 濱田豊様 梅津由子様 中尾恵子様（歌のボランティア） 

小泉良子様（茶道ボランティア）村山千代子（ハーモニカ演奏のボランティア） 

加藤秀子様 他１名（大正琴ボランティア）稲村陽子様 佐藤克枝様 谷口久美子様 

徳田昌子様 星見美江様 玉野由美子様 吉田礼子様 加藤美鈴様 福田優江様 有田

公子様 大西智恵子様 小谷喜久江様 川本頼子様 梅津由子様（シーツ交換ボランティ

ア）縫物ボランティア ２名 

東郷地区民生児童協議会様（車椅子等清掃ボランティア） 

口細見老人クラブ、子ども会の皆様（さつま芋） 鎌谷眞理子様（レクリエーション用品） 

 新年を迎えるにあたり、年末恒例の施設内の大掃除を行いました。 

日々掃除は行っているものの、普段なかなか手の行き届かない天井や下足入れ、電気のカサや電球、

サッシの窓わく等を職員で割り振り、手際良く行っていきました。 

 掃除をしていると、ご利用者から「なんちゅう綺麗にしてかあさるだ」、「また歳をとるなぁ」、「正

月が来るけぇなぁ」等、色々な言葉を頂き、和やかな雰囲気に包まれました。掃除が苦手なのか、試

行錯誤する職員もいましたが、何とか無事に終わり、最後に各フロアーに正月用のしめ飾りや餅、玄

関にはしめ飾りと門松を据え、新しい年を迎える準備ができました。 

現業主事 岩村  

 新年早々、大雪に見まわれましたが、雪かきなど大変ではありませんでしたか？ 

感染症などの病気も流行る時期になりました。予防をしっかりと行い、元気にお過ごし

ください。 

 今年も一年宜しくお願いいたします。 

 

 

恒例のもちつきを年末の 18 日に行いました。もちつきが始まると｢そんな格好じゃあ危ないで。

もっと腰を入れて！｣｢つき手とかえし手が呼吸を合わせんと…｣｢昔は、家族総出で何升も餅をつい

とったなぁー｣｢水を上手に打たんと杵についてしまうで｣等、懐かしむ姿や、若いもんに任せられん

と、ご利用者の活き活きとした表情が見られました。私もかえし手をやりましたが、難しくて色々

と教えていただきながら楽しむ事ができました。ご利用者と職員が一体となり、例年よりも一層よ

い仕上がりでとても美味しかったです。ご利用者の昔の姿が、目に浮かぶようで楽しい時間を過ご

す事が出来ました。終わった後「来年は栃餅が食べたい」という声も聞かれました。 

特養 1 階 介護士 山根  

12 月 22 日、ユニットにて忘年会を開催しました。準備がすすむにつれ、徐々に鍋のいい匂いが立

ち込め、「いい匂いがするなぁ、お腹すいた」と待ちわびている様子も見られました。アットホーム

な雰囲気の中、スタッフも一緒にご利用者と鍋を囲み、とても賑やかに美味しく頂きました。ジュー

スやノンアルコールビール片手に、「おいしいねぇ」と皆さん何度もおかわりをされていました。締

めの出来立ての雑炊を息で冷ましながら口に頬張り、一年の労をねぎらいながら、楽しい時間を過ご

す事が出来、心も体も芯から温まった忘年会となったのではないでしょうか。来年も皆さんに喜んで

頂ける様な行事を考えていきたいと思っています。        

ユニット型特養 介護士 徳永 

ふれあいハウスでは入居者ご家族より門松の材料をいただき、恒例の門松作りを行いました。「松

の丈をここまで切って」「梅の位置をもう少しずらしたって」など皆さん思い思いに飾り付けをし

て素敵な門松が出来上がりました。 

今年も季節にあわせた行事を企画して入居者皆様がお元気に楽しく過ごして頂けるようなふれ

あいハウスにしていきたいと思います。              ふれあいハウス 増田 


